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新型コロナウイルスの世界的な感染拡大が続き、市民の皆様に  

は、長期にわたり不便な生活をお願いしておりますことを、大変

申し訳なく思います。 

令和 3 年度横浜市予算は、市民生活や経済活動が大きな影響を受けて

いることを踏まえて、「くらし・経済対策予算」総額 2,450 億円を計上した予算となりました。 

その内訳は、 

Ⅰ 市民と医療を守る 360 億円 

 ・新型コロナウイルスワクチン接種の実施 ・福祉施設等の感染防止、継続運営に向けた支援等 

Ⅱ 横浜経済と市民生活を守る 2，013 億円 

 ・中小企業・小規模事業所への支援  ・雇用機会の創出・就職支援 等 

 

＜市民一人当たり予算の使いみち(一般会計)＞ 

Ⅲ 新たな日常に取り組む  32 億円 

 ・GIGA スクール構想の推進（児童生徒のた

めに、1 人 1 台の学習者用 PC と高速ネットワ

ーク環境などを整備する計画） 

 ・行政サービスのデジタル化の推進 等 

 立憲民主党・無所属フォーラムは、財政

状況は例年以上に厳しく、今後もさらなる

税収の減少や社会保障経費の増加がある

と見込んでいます。 

新型コロナウイルス感染拡大を抑えつ

つ、市民生活や市内経済に支障が生じない

ように配慮が必要な今、国家的プロジェク

トであるからと IR(総合型リゾート)・カジ

ノの実現に向けて取り組んでいくべきで

はないと考えます。 

そこで、IR 推進費を予算案から外すこと

を「修正動議」として議案提出しましたが、

否決されました。こうしたことから、会派

として予算案には反対せざるを得ません

でしたが、コロナ対策、市民生活や横浜経

済を守るために令和 3 年度も全力で取り

組んでまいります。 



 

＜市長・教育長の答弁＞ ＜ふもとの質疑＞ 

 

 

３月中に改訂する横浜特別自治市大綱を分かり

やすく市民の皆様にお伝えするため、特別自治

市の必要性について、身近な事例等を盛り込ん

だパンフレットの作成や、広報よこはまでの   

ＰＲなどに引き続き取り組みます。 

 

 

災害時に備え、地域の個別支援の取組を分かり

やすくまとめた事例集を作成しました。その中

では、訪問を通じて要援護者の状況を把握し、

あらかじめ支援する方を決めておくといった先

駆的な活動例を掲載しています。 

今後、こうした事例集を活用し、地域や支援者

の皆様に情報提供や研修を行うことにより、個

別支援の取組を一層推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

地域交通サポート事業など、これまで着実に進

めてきた取組に加え、多様なニーズに対応した

新たな移動サービスの創出など、庁内横断プロ

ジェクトの検討を強力に推進するための予算

であると考えています。 

地域交通施策を効果的かつ一体的に進め、横浜

の持続的な成長につなげていきます。 

 

 

 

教職員が子どもの状況を把握する際に、ヤング

ケアラーに対する支援の視点を持つことは大切

です。児童生徒指導に関する協議会や研修の場 

 

 

 

特別自治市の必要性について、市民の皆様だけではな

く、市外の住民の皆様の理解を進めていくことも重要

です。特別自治市について広く住民の理解を促進する

取組の進め方について伺います。 

 

 

国は避難支援を実効性あるものとするために、要支援

者の名簿に合わせて、個別支援計画の策定を進めるこ

とが適切であるとの考えを示しています。個別支援計

画策定のためには、地域による共助の取組だけでな

く、福祉に携わる専門職と連携する必要があります。

大分県別府市や兵庫県内の市町では、本人の心身の状

況や生活実態を把握している福祉専門職に協力を得

て、研修を実施するなど、実効性のある個別支援計画

の策定に取り組んでいます。本市として一歩踏み込ん

だ支援を講じる必要があります。「個別支援計画の策

定に向けた取組を推進すべき」と考えますが見解を伺

います。 

 

泉区内では、Eバスという地域交通バスが本格運行を

始めて６年が経ちました。地域交通の課題は、人口減

少、高齢化の進展の中でその重さが一層増しています

が、「移動の足をどうするか？」だけを考えて答えが出

るものではなく、まちづくり・福祉など様々な分野と

関連した課題として捉えないと解決できないと感じ

ています。地域交通に関する令和３年度予算編成の考

え方について伺います。 

 

 

先生方と話をしてみると、まだまだヤングケアラーの

存在を認識している教員は少ないように感じていま

す。教職員へのヤングケアラーに関する周知につい 

 

 

特別自治市の実現への取組み 

風水害時の要援護者支援 

地域交通確保に向けた取組み 

ヤングケアラー支援 

※ヤングケアラーとは：病気や障害などのある家族の世話や家事などを担う 18歳未満の子と定義づけされて

おり、身体的・精神的な負担を抱え込んだり学業に大きな支障をきたすなど課題が指摘されている 



 

て伺います。また、子どもの状況を一番早く知る機会

があるのは学校ですが、学校だけで支援ができるもの

ではないため、早めに関係機関へつなぎ、学校が把握

した子どもたちの状況に応じて、適切に支援していく

ことが必要です。そこで、ヤングケアラーへの支援の

考え方について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、「横浜市 SDGｓ未来都市計画」を定め国へ提

出しています。IR 施設に関して求める要件の一つに

も SDGs達成が挙げられていますが、カジノは SDG

ｓの観点から外れていると考えます。「横浜市ＳＤＧ

ｓ未来都市計画」を掲げる横浜で、ＳＤＧｓの理念に

矛盾するカジノを進めていくことについて見解を伺

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算案でも就職氷河期世代の非正規職シングル女性

の支援の予算が計上されていますが、もともと就職氷

河期世代の方々は、コロナ禍以前から不安定な就労状

況にある方が多く、コロナ禍の不況下では、一層の困

難を抱えていることが想定されます。このコロナ禍の

不況は「女性不況」と呼ばれているような状況であり、

女性に関する問題が多く発生していると聞いていま

す。コロナ禍による女性の労働環境や生活環境への

影響に関する現状認識と、第 5 次行動計画の 5 年間

で、どのような都市を目指すのかについて伺います。 

 

 

で、児童生徒理解の視点の１つにヤングケア

ラーを織り込むようにしていきます。また、ス

クールソーシャルワーカーによる子どもや家

庭への支援を通して、ヤングケアラーの現状

を意識できるようにしていきます。さらに 

子どもや家庭の状況に応じて、地域での見守

りや、区の要保護児童対策地域協議会による

対応など、適切な支援につなげていくことが

重要です。ケアの負担を軽減することで、子ど

もの健やかな育ちを守れるよう、学校をはじ

めとする関係機関と連携しながら支援してま

いります。 

 

 

横浜イノベーションＩＲでは、ＳＤＧｓ達成

への貢献を、事業を進める上で重要な要素と

して考えています。このため、実施方針におい

て、環境と調和・共生した持続可能なまちづく

りの実践を、事業者に求めています。具体的に

は、脱炭素化に向けたエネルギーの最適化や、

廃棄物の減量化・資源化などの項目を盛り込

んでいます。 

また、国連世界観光機関からは、観光がＳＤＧ

ｓ達成に向けて重要な役割を担っている旨の

宣言が出されています。観光の振興を目指す

ＩＲ事業は、その趣旨に沿った取組であると

考えています。 

 

 

非正規職の就労環境はいまだ厳しい状況が続

いており、特に非正規職の母子家庭やシング

ル女性は、経済不安や生活不安を抱えやすい

状況となっています。家で過ごす時間が長く

なる中で、ＤＶの深刻化なども、大きな課題に

なっていると考えています。一方で、多様性を

認める社会の実現につながる動きが出ていま

す。また、選択的夫婦別姓制度を巡り様々な議

論も行われました。市民の皆様やＮＰＯ、企業

の皆様とともに、社会全体の機運醸成につな

げ、誰もが多様な生き方を実現できる都市を

目指してまいります。 

 

IR・カジノ誘致 

男女共同参画行動計画 

SDGｓに矛盾する「カ

ジノ」については、言

及されませんでした。 



 

横浜市会議員               プロフィール 

（泉区）   
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【2020 年度】 

常任委員会：温暖化対策・環境創造・資源循環                    

特別委員会：減災対策推進委員会(委員長) 

会 派：政調会会長 

その他：横浜市防災会議委員・ 

横浜市国民保護協議会委員 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

   現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

 

深谷通信所跡地 

外周道路や外周道路と環状 3号線・環状 4

号線を結ぶ道路について検討、関係機関と

の協議が行われます。 

公園・公園型墓地の整備に関する手続きが

行われます。 

の整備に関する手続きを勧めます。 

泉ゆめが丘土地区画整理事業 

都市計画道路や電線の共同溝

等の基盤整備工事が進みます。 

地域を支える ICT(情報通信技術)活用 

 

災害時下水直結式仮設 

トイレ 

＜ハマッコトイレ＞ 

中和田南小、伊勢山小、泉が丘中、 

いずみ野中、中和田小で整備が実施

されます。 

公園整備 

中田町第九公園で再整備工事が

実施されるほか、上飯田公園な

ど区内の６公園で施設改良工事

が実施されます。。 

また、しらゆり公園で植栽工事が

実施されます。 

新型コロナウイルス 

ワクチン接種 

泉公会堂を会場にして集団接種

が行われる予定でしたが、４月

26 日以降のワクチン供給量が

判明するまで実施が見合わされ

ます。ワクチン接種は、施設接種

（高齢者施設等）から開始されま

す。 

ワクチン接種 

専用コールセンター 

TEL 0120-045-070 

 FAX 050-3588-7191 

 9時～19時 

 4 か国語対応(日本語・英語・

中国語・韓国語) 

子育て支援 

保育・教育コンシェルジュを２名、母子保

健コーディネーターが配置され、妊娠届出

時から産後４か月までの継続した相談対応

や母子保健のサービスの利用紹介等を行う

ことで、横浜市版子育て世代包括支援セン

ターとしての支援が充実されます 

緑園義務教育学校 

開校に向けた工事が進みます 

(令和 4年 4月開校予定) 

 

 

 

 


